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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　割り当てられたアドレスを有するデバイスにアクセスする方法であって、
　前記デバイスから、前記割り当てられたアドレスを受信することと、ここで、前記割り
当てられたアドレスは、動的に割り当てられたアドレスを備え、前記割り当てられたアド
レスは、所定の間隔で、または前記動的に割り当てられたアドレスが変更された場合に受
信する、
　前記割り当てられたアドレスをメモリロケーションに格納することと、
　前記格納することに続いて、前記デバイスにアクセスするためのウェブクライアントか
らの要求をウェブプロキシサーバにおいて受信することと、
　ここで、前記要求は、前記デバイスを固有に識別するデバイス識別子を備える、
　前記デバイスにアクセスするための前記要求に応じて、前記デバイス識別子に基づいて
前記デバイスの格納されたアドレスを識別することと
　を備え、前記ウェブプロキシサーバは、前記割り当てられたアドレスに基づいて前記ウ
ェブプロキシサーバによって確立された通信パスを介して前記ウェブクライアントから前
記デバイスに前記要求を転送するための仲介として作用する、方法。
【請求項２】
　前記デバイス識別子は、電話番号、モバイルＩＤ番号、国際モバイル加入者アイデンテ
ィティまたは国際モバイル機器アイデンティティを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
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　前記要求は、ＨＴＴＰ要求を備え、
　前記ウェブプロキシサーバは、前記通信パスを通じて前記ＨＴＴＰ要求を転送する、請
求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記ウェブプロキシサーバは、静的アドレスを有するポータルウェブページを備え、
　前記要求は、前記ポータルウェブページにおいて受信される、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記デバイスはウェブサーバソフトウェアを有するモバイルデバイスを備え、
　前記通信パスは、クライアントサーバセッションを備える、
　請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記ウェブプロキシサーバは、商業的に利用可能な、既製で、実質的に非独自仕様ウェ
ブプロキシサーバを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　デバイスにおいて、ネットワーク上で前記デバイスの仮想ロケーションを識別する割り
当てられたアドレスを受信することと、
　ここで、前記デバイスは、ウェブクライアントから前記デバイスにアクセスするための
要求を受信するウェブプロキシサーバに、前記受信された割り当てられたアドレスを送信
するように構成され、ここで、前記割り当てられたアドレスは、動的に割り当てられたア
ドレスを備え、前記割り当てられたアドレスは、所定の間隔で、または前記動的に割り当
てられたアドレスが変更された場合に送信する、
　前記要求は、前記デバイスを固有に識別するデバイス識別子を備える、
　前記割り当てられたアドレスに基づいて前記デバイスと前記ウェブクライアントとの間
の仲介として作用する前記ウェブプロキシサーバによって確立された通信パスにわたって
、前記ウェブクライアントへ前記デバイスからのデータを配信することとを備える、方法
。
【請求項８】
　前記デバイスは、ウェブサーバソフトウェアを有するモバイルデバイスを備え、
　前記通信パスは、クライアントサーバセッションを備える、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　デバイスへの通信パスを開くための装置であって、
　前記デバイスから、前記デバイスに割り当てられたアドレスを受信し、前記割り当てら
れたアドレスをメモリロケーションに格納するウェブプロキシサーバを備え、ここで、前
記割り当てられたアドレスは、動的に割り当てられたアドレスを備え、前記ウェブプロキ
シサーバは、所定の間隔で、または前記動的に割り当てられたアドレスが変更された場合
前記割り当てられたアドレスを前記デバイスから受信する、
　前記ウェブプロキシサーバは、前記割り当てられたアドレスを格納することに続いて、
前記デバイスにアクセスするための要求を受信し、
　前記要求は、前記デバイスを固有に識別するデバイス識別子を備え、
　前記ウェブプロキシサーバは、前記デバイスにアクセスするための前記要求に応じて、
前記デバイス識別子に基づいて前記デバイスの格納されたアドレスを識別し、前記格納さ
れた割り当てられたアドレスに基づいて、前記要求の送信主と、前記ウェブプロキシサー
バと、前記デバイスとの間で通信パスを開くための仲介として作用する、装置。
【請求項１０】
　前記割り当てられたアドレスは、動的に割り当てられたアドレスを備え、
　前記ウェブプロキシサーバは、更新された割り当てられたアドレスを受信し、前記メモ
リロケーションに格納する、請求項９に記載の装置。
【請求項１１】
　前記要求は、ＨＴＴＰ要求を備え、
　前記ウェブプロキシサーバは、前記通信パスを通して前記ＨＴＴＰ要求を転送する、請
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求項９に記載の装置。
【請求項１２】
　前記デバイスは、ウェブサーバソフトウェアを有するモバイルデバイスを備え、
　前記通信パスは、送り主と前記デバイスとの間のクライアントサーバセッションを備え
る、請求項９に記載の装置。
【請求項１３】
　前記ウェブプロキシサーバは、ウェブサーバソフトウェアを有する、商業的に利用可能
な、既製で、実質的に非独自仕様ウェブプロキシサーバを備え、
　前記既製のウェブサーバソフトウェアは、前記デバイス識別子に基づいて前記デバイス
の格納された割り当てられたアドレスを識別し、前記要求の前記送信主と前記格納された
割り当てられたアドレスとの間で前記通信パスを開くように構成される、請求項９に記載
の装置。
【請求項１４】
　ネットワーク上のデバイスの仮想ロケーションを識別する割り当てられたアドレスを受
信する前記デバイスを備え、
　前記デバイスは、ウェブクライアントから前記デバイスにアクセスするための要求を受
信するウェブプロキシサーバに前記割り当てられたアドレスを送信するように構成された
、既製で、商業的に利用可能な、実質的に非独自仕様モバイルウェブサーバソフトウェア
を備え、ここで、割り当てられたアドレスは、動的に割り当てられたアドレスを備え、前
記既製のモバイルウェブサーバソフトウェアは、所定の間隔で、または前記動的に割り当
てられたアドレスが変更された場合に前記割り当てられたアドレスを前記ウェブプロキシ
サーバに送信するように構成される、
　前記要求は、前記デバイスを固有に識別するデバイス識別子を備え、
　前記既製のモバイルウェブサーバソフトウェアは、前記割り当てられたアドレスに基づ
いて前記デバイスと前記ウェブクライアントとの間の仲介として作用する前記ウェブプロ
キシサーバによって確立された通信パスにわたって前記ウェブクライアントへ前記デバイ
スからのデータを配信するようにさらに構成される、システム。
【請求項１５】
　前記既製のモバイルウェブサーバソフトウェアは、
　前記デバイス識別子を前記割り当てられたアドレスと関連づけ、
　前記ウェブプロキシサーバに前記割り当てられたアドレスと前記デバイス識別子を送信
するようにさらに構成される、請求項１４に記載のシステム。
【請求項１６】
　前記通信パスは、クライアントサーバセッションを備える、請求項１５に記載のシステ
ム。
【発明の詳細な説明】
【関連出願】
【０００１】
　米国特許法の下の優先権主張　
　本特許協力条約による特許出願は次の優先権を主張する。
【０００２】
「REMOTE MOBILE ADMINISTRATION AND LOGGING USING HTTP PROTOCOL」と題され、２０１
１年３月１１日に出願され、ここでの譲受人に対して譲渡され、ここにおける参照により
ここによって明示的に組み込まれた仮出願第６１／４５２，０３１号、および　
「REMOTE ACCESS AND ADMINISTRATION OF DEVICE CONTENT AND CONFIGURATION USING HTT
P PROTOCOL」と題され、２０１２年１月１８日に出願され、ここでの譲受人に対して譲渡
され、ここにおける参照によりここによって明示的に組み込まれた仮出願第６１／５８８
，００７号、および　
「SYSTEM AND METHOD USING A WEB PROXY-SERVER TO ACCESS A DEVICE HAVING AN ASSIGN
ED ADDRESS」と題され、２０１２年１月１８日に出願され、ここでの譲受人に対して譲渡
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され、ここにおける参照によりここによって明示的に組み込まれた仮出願第６１／５８８
，０５１号、および　
「SYSTEM AND METHOD USING A WEB PROXY-SERVER TO ACCESS A DEVICE HAVING AN ASSIGN
ED NETWORK ADDRESS」と題され、２０１２年３月８日に出願され、ここでの譲受人に対し
て譲渡され、ここにおける参照によりここによって明示的に組み込まれた同時係属中の仮
出願ではない出願第１３／４１５，６１４号。
【０００３】
　同時係属中の特許出願への参照　
　本特許出願は、下記の同時係属中の米国特許出願に関する：　
　ここで同時に出願され、ここでの譲受人に対して譲渡され、ここにおける参照により明
示的に組み込まれた、代理人整理番号１０３２３４を有する、Yuval Corey Hershkoおよ
びNir Strauss著「REMOTE ACCESS AND ADMINISTRATION OF DEVICE CONTENT AND CONFIGUR
ATION USING HTTP PROTOCOL」および、　
　ここで同時に出願され、ここでの譲受人に対して譲渡され、ここにおける参照により明
示的に組み込まれた、代理人整理番号１１０８０９を有する、Yuval Corey Hershkoおよ
びNir Strauss著「SYSTEM AND METHOD USING A CLIENT-LOCAL PROXY-SERVER TO ACCESS A
 DEVICE HAVING AN ASSIGNED NETWORK ADDRESS」および、　
　ここで同時に出願され、ここでの譲受人に対して譲渡され、ここにおける参照により明
示的に組み込まれた、代理人整理番号１１０５２６を有するYuval Corey HershkoおよびN
ir Strauss著「SYSTEM AND METHOD USING FOR ACCESSING A DEVICE HAVING AN ASSIGNED 
NETWORK ADDRESS」。
【技術分野】
【０００４】
　開示された実施形態は、一般的に、通信ネットワークで動作しているデバイスにアクセ
スすることを対象としている。より具体的には、開示された実施形態は、インターネット
プロトコル（ＩＰ）ネットワークにわたってデバイスを位置づけ、ルート指定し、アクセ
スするためのシステムおよび方法を対象としており、ここにおいて、デバイスアドレスは
変更できる。
【背景技術】
【０００５】
　通信ネットワークにおいて、アドレスは、ネットワーク上で各デバイスに割り当てられ
た識別子である。インターネットに適用されるように、デバイスのアドレスは、その「イ
ンターネットプロトコルアドレス」（ＩＰアドレス）として一般的には知られており、そ
れは、インターネット上のデバイスの仮想ロケーションの数値表現である。デバイスがウ
ェブサイトをホストする場合には、ホストデバイスのＩＰアドレスは、ホストデバイスを
位置づけ、ウェブサイトからのコンテンツへのアクセスを提供するために使用される。例
えば、ウェブドメインｇｏｏｇｌｅ．ｃｏｍは、実際には数値ＩＰアドレスを表しており
、例えば７３．１４．２１３．９９であることができる。ウェブクライアントがそれらの
ウェブブラウザにおいてドメイン名でタイプする場合、ダウンストリームＤＮＳシステム
は、ＩＰアドレスに対し入力されたドメイン名に一致するまたはルート指定し、そのあと
で、数値ＩＰアドレスを使用して、そのアドレスと関連づけられたホストサーバを位置づ
け、アクセスを提供する。
【０００６】
　デバイスのＩＰアドレスは、ネットワーク内のエンティティによってそれに一般的に割
り当てられる。例えば、ＣＤＭＡネットワークでは、アドレス割り当てエンティティは、
パケットデータサービングノード（ＰＤＳＮ）である。ＩＰアドレスは、静的にまたは動
的に割り当てられうる。静的なＩＰアドレッシングスキームは１つの顧客／デバイスにつ
き１つのＩＰアドレスを割り当て、動的なＩＰアドレッシングスキームは、選択されたま
たはランダムな間隔において、所与の顧客／デバイスに異なるＩＰアドレスを割り当てる
。例えば、いくつかのインターネットサービスプロバイダ（ＩＳＰ）は、顧客が自身のコ
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ンピュータにログインするたびに、所与の顧客に異なるＩＰアドレスを割り当てる。静的
で固有ＩＰアドレスを有するホストデバイス上のウェブサイトは、信頼してアクセスされ
、安定したクライアントサーバセッションを維持する。対照的に、動的に割り当てられた
ＩＰアドレッシングスキームの下では、コンピュータは、そのネットワーク上で他のコン
ピュータとＩＰアドレスを共有する可能性があることになる。したがって、動的に割り当
てられたＩＰアドレスでウェブサイトをホストすることは、ウェブクライアントが動的に
割り当てられたアドレスにどの程度信頼してアクセスできるか、と同様に、ウェブクライ
アントと動的に割り当てられたアドレスとの間で確立されたクライアントサーバセッショ
ンの安定性を妥協する傾向がある。
【０００７】
　ウェブクライアントをより幅広いウェブ対応コンピューティングデバイスへルート指定
する方法を提供することが望ましい、それによって、より多数のデバイスからのコンテン
ツおよび特徴への遠隔ウェブベースのアクセスを許容する。より具体的には、動的にアド
レス指定された、モバイルコンピューティングデバイス（例えば、携帯電話、ＰＤＡ、タ
ブレットおよび同様なもの）を、１つが静的にアドレス指定されたウェブサーバにおいて
ウェブサイトコンテンツにルート指定しアクセスする可能性がある同じ簡易性、安定性お
よび信頼性を有するＩＰネットワーク上でウェブクライアントに対しアクセス可能である
ウェブサーバとして利用することは有利であるであろう。例えば、ＰＤＡおよびスマート
フォンの技術が改良されると、ユーザは、これらのデバイス上にますます多くの情報を格
納する。増加は、情報の量とそのタイプの範囲との両方に関する。例えば、タイプは、限
定されていないが、過去および現在の物理的ロケーション、ビデオ、ミュージック、およ
び他のマルチメディアファイル、ワード処理ドキュメント、および連絡先、ならびに、さ
まざまなインタラクティブゲームを含むことができる。
【０００８】
　しかしながら、モバイルデバイスアプリケーション分野の当業者およびユーザに対して
既知であるように、自身のモバイルデバイス上の情報を共有したいユーザは、限定された
オプションのセットを有する。ユーザは、例えば、意図した受信者に選択したファイルを
電子メール送信できる。添付ファイル（複数含む）を伴う電子メールは、モバイルデバイ
スのリンクのうち１つまたは複数を通じてインターネットへ、例えば、セルラワイヤレス
アップリンクを通じてセルラワイヤレスネットワークへ、送信されることができ、そのあ
とで、そのインタフェースを通じてインターネット、またはＷｉ－Ｆｉリンク、ローカル
アクセスポイント、インターネットへ送信されることができる。しかしながら、ファイル
を共有する電子メール添付手段は、実質的な制限を有することができる。１つのこのよう
な制限は、ユーザがモバイルデバイスの物理的所有を有することを要すること、そしてさ
らに、一般的にユーザによる直接的なアクションを要すること、例えば、ファイルを選択
し添付すること、また、電子メールメッセージのアドレスリストを記入することを要する
こと、である。
【０００９】
　あるいは、ユーザは、ユーザのモバイルデバイスからユーザのソーシャルネットワーク
ページ（例えばＦａｃｅｂｏｏｋ（登録商標）またはＭｙＳｐａｃｅ（登録商標））に選
択されたファイルを投稿することができる。しかしながら、ユーザのモバイルデバイス上
でファイルを共有するための手段としてこれらのソーシャルネットワークを利用すること
は、電子メール共有手段と、同じ要件、および制限、の多くを有する。例えば、ユーザが
彼／または彼女のモバイルデバイス上にのみあるファイルを共有すると決定するたびに、
ユーザは、そのデバイスの物理的所有物を有さなくてはならない。また、ユーザがファイ
ルのアップロードおよび投稿を手動で実行することを要する。さらに、ソーシャルネット
ワークは、アクセスされることができるファイルの種類に対し、ならびに、ヒューマンイ
ンタフェースメカニズムに対し、制限を課すことができる。モバイルデバイスユーザがデ
バイス上で格納されたファイルを共有するための１つの従来の方法は、例えばソーシャル
ネットワーク投稿について説明された同じリンクを使用して、Ａｐｐｌｅ（登録商標）社
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のＭｏｂｉｌｅ　ＭｅまたはＡｐｐｌｅ社のｉＣｌｏｕｄ（登録商標）のような「クラウ
ド」ディスクに選択されたファイルをアップロードすることである。しかしながら、この
方法もまた、彼または彼女がファイルを共有したいと思うたびに、ユーザがモバイルデバ
イスの物理的所有物を有することを要する。
【００１０】
　動的アドレッシングスキームの存在は、モバイル電話およびワイヤレスＰＤＡのような
モバイルコンピューティングデバイスからＩＰネットワーク上でアクセスすることに対す
る著しい障害である。前述されるように、ＣＤＭＡ、ＵＭＴＳ、ＧＰＲＳ、Ｗｉ－Ｆｉお
よび同様なもののようなネットワークでは、モバイル電話およびワイヤレスＰＤＡは静的
でルート指定可能なＩＰアドレスを割り当てられない。代わりに、それらのアドレスは動
的に割り当てられ、ネットワークの要件およびデバイスのモビリティおよびワイヤレス接
続に主に関連するいくつもの理由について通常またはランダムの時間で変更しうる。ＩＰ
およびプライベートネットワークにおける多くの複雑かつ独自仕様システムのため、動的
にアドレス指定されたデバイスにおいて位置づけられたコンテンツにアクセスし検索する
ためのこのようなネットワーク上でのまたはその内の試みは、かなりの費用、エンジニア
リングマンアワー（engineering man-hours）および設計の複雑さ、ならびに、ＤＮＳサ
ーバ、従来のゲートウェイおよび複雑なトンネリング構成のような独自仕様システムへの
アクセスおよび変更を必要とすることが予期される。
【００１１】
　本開示は、他の特徴および利点のうち、変更できる割り当てられたアドレスを有するデ
バイスにスタンダードな既製のウェブクライアントを信頼してルート指定するためのシス
テムおよび方法を提供するさまざまな例示的な実施形態を説明する。開示された実施形態
はまた、他のさらなる特徴および利点のうち、商業的に利用可能な既製のシステムを使用
し、そしてこれらの商業的に利用可能な既製のシステム内でターゲット化され相対的に簡
易に実装された構成を行うことによって、費用、エンジニアリングマンアワー、設計の複
雑さ、独自仕様システムへのアクセスの必要性を最小化することを支援できる。
【発明の概要】
【００１２】
　本発明の例示的な実施形態は、割り当てられたアドレスを有するモバイルコンピューテ
ィングデバイスにアクセスするためのシステムおよび方法を対象としている。方法は、メ
モリロケーションに割り当てられたアドレスを格納することと、モバイルコンピューティ
ングデバイスにアクセスするための要求をウェブプロキシサーバにおいて受信することと
、を含むことができる。要求は、モバイルコンピューティングデバイスを固有に識別する
デバイス識別子を備える。モバイルコンピューティングデバイスにアクセスするための要
求に応じて、デバイスの現在格納されたアドレスはメモリロケーションから識別されアク
セスされることができ、検索された格納されたアドレスは、要求の送信者からモバイルコ
ンピューティングデバイスの現在のアドレスまでの通信パスを確立するために使用される
。したがって、モバイルコンピューティングデバイスは、そのデバイスアドレスが動的に
割り当てられ変更できる場合でさえも位置付けられる。
【００１３】
　開示されたシステムは、モバイルデバイスコンピューティングデバイスにおけるモバイ
ルウェブサーバソフトウェアの使用を容易にし、それによって、送信者が、モバイルコン
ピューティングデバイスアドレスが動的であり変更することができたとしても、モバイル
ウェブサーバソフトウェアに信頼してアクセスすることができる。開示された実施形態は
、商業的に利用可能な既製のコンポーネント（例えば、モバイルウェブサーバソフトウェ
ア、ネットワークウェブプロキシサーバソフトウェアおよびウェブクライアント）を使用
することと、既製のコンポーネントに対しターゲットにする構成タイプ変更を行うことと
（例えば、スクリプト、拡張子および同様なものを追加すること）を開示されたシステム
を実装する。
【００１４】
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　図面は、開示された実施形態の説明を支援するために提示されており、実施形態の制限
ではなく、実施形態の単なる説明のために提供されている。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】図１は、開示された実施形態の図である。
【図２】図２は、図１で図示された実施形態の代替である。
【図３】図３は、図１および２で図示されたデバイス２８、３０およびウェブプロキシサ
ーバハードウェア３２、３４で提供される方法の動作を図示するフローチャートである。
【図４】図４は、図１および図２で図示された実施形態によって実行された動作ステップ
の具体的な例である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　本発明の態様は、本発明の具体的な実施形態を対象とする下記の説明および関連図面に
おいて開示されている。代替的な実施形態は、本発明の範囲を逸脱することなく、考案さ
れる。さらに、本発明の周知エレメントは、本発明の関連詳細を不明瞭にしないように、
詳述されない、または、省略されるであろう。
【００１７】
　用語「例示的な(exemplary)」は、「例(example)、インスタンス(instance)、または例
証(illustration)として機能している」を意味するように、ここでは使用されている。「
例示的(exemplary)」としてここに記載されるいずれの実施形態も、他の実施形態よりも
好まれるまたは有利であると必ずしも解釈されない。同様に、「本発明の実施形態」とい
う用語は、本発明のすべての実施形態が記載される特徴、利益、または動作モードを含む
ということを必要としない。
【００１８】
　ここで使用される用語は、特定の実施形態を説明する目的だけのためであり、本発明の
実施形態を制限することを意図していない。ここにおいて使用されているように、単数形
「ａ」、「ａｎ」、および「ｔｈｅ」は、明示的に文脈が他のものを示していないかぎり
、複数形も含むように意図されている。用語「備える(comprises)」、「備えている(comp
rising)」「含む(includes)」および／または「含んでいる(including)」は、ここにおい
て使用されるとき、述べられた特徴、整数、ステップ、動作、エレメントおよび／または
コンポーネントの存在を特定しているが、１つまたは複数の他の特徴、整数、ステップ、
動作、エレメント、コンポーネント、および／または、そのグループの存在または追加を
除外しない。
【００１９】
　さらに、多くの実施形態は、例えばコンピューティングデバイスのエレメントによって
実行されるべきアクションのシーケンスの観点から説明されている。ここにおいて説明さ
れる様々なアクションは、特定の回路（例えば、特定用途集積回路（ＡＳＩＣＳ））によ
って、１つまたは複数のプロセッサによって実行されるプログラム命令によって、または
、それらの組み合わせによって、実行されることができるということが認識されるであろ
う。さらに、これらのここにおいて記載されているアクションのシーケンスは、実行時に
、関連プロセッサにここにおいて記載されている機能を実行させる対応するセットのコン
ピュータ命令を格納したいずれの形態のコンピュータ可読媒体内で全体的に具現化される
とみなされることができる。したがって、本発明の様々な態様は、多数の異なる形式で具
現化され、それらのすべては、特許請求された主題の事柄の範囲内にあるように予期され
る。さらに、ここにおいて記載された実施形態のそれぞれについて、いずれのそのような
実施形態の対応する形態は、例えば記載されたアクションを実行するように「構成された
論理」としてここに記載されうる。
【００２０】
　関連の動作環境の概要に戻ると、開示された実施形態は、パブリックインターネットお
よびプライベートネットワークの両方にわたるまたはその内のメッセージ／情報転送を含
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む従来の通信システムにおいて機能する。ＴＣＰ（送信制御プロトコル）およびＩＰ（イ
ンターネットプロトコル）は、総称的にＴＣＰ／ＩＰとして知られており、インターネッ
トの基本通信プロトコルである。ＴＣＰ／ＩＰはしばしば「下位レイヤ」プロトコルと呼
ばれる、なぜならば、他のいわゆる「高位レイヤ」アプリケーションプロトコルは、イン
ターネットをできるようにするために、ＴＣＰ／ＩＰを一般的に使用するからである。こ
のような高位レイヤアプリケーションプロトコルはワールドワイドウェブのハイパーテキ
スト転送プロトコル（ＨＴＴＰ）ｈｔｔｐ：／／ｗｈａｔｉｓ．ｔｅｃｈｔａｒｇｅｔ．
ｃｏｍ／ｄｅｆｉｎｉｔｉｏｎ／０，２８９８９３，ｓｉｄ９＿ｇｃｉ２１４００４，０
０．ｈｔｍｌ、ファイル転送プロトコル（ＦＴＰ）、テルネット（Ｔｅｌｎｅｔ）、そし
てそれはユーザに遠隔コンピュータにログオンさせる、および簡易メール転送プロトコル
（ＳＭＴＰ）を含む。これらおよび他のプロトコルはしばしば、「スイート」としてＴＣ
Ｐ／ＩＰと一緒にパッケージされる。ＴＣＰ／ＩＰはパブリックインターネットおよびプ
ライベートネットワークの両方において通信プロトコルとして使用されることができるの
で、仮想的にパブリックインターネットへのダイレクトアクセスを有するすべてのコンピ
ュータおよび他の同様なデバイスはＴＣＰ／ＩＰプログラムを使用してメッセージ／情報
を通信し交換する。
【００２１】
　ＴＣＰ／ＩＰは二次レイヤプロトコルとして動作する。最上位レイヤである、ＴＣＰは
、インターネット上で送信され、オリジナルメッセージにパケットをリアセンブルするＴ
ＣＰレイヤによって受信された小さいパケットにメッセージまたはファイルをアセンブル
することを扱う(manages)。下位レイヤである、ＩＰは、それが正しい仮想目的地に着く
ように、各パケットのアドレス部分を扱う(handles)。ネットワーク上の各ゲートウェイ
コンピュータはこのアドレスをチェックして、メッセージをどこに転送するかを決定する
。同じメッセージからのいくつかのパケットが他とは異なってルート指定されたとしても
、パケットのすべては仮想目的地でリアセンブルされる。
【００２２】
　高位レイヤアプリケーション（例えば、ＨＴＴＰ、ＦＴＰ等）は、コンピュータユーザ
（すなわち、クライアント）が要求し、ネットワーク内の別のコンピュータ（例えば、サ
ーバ）によってサービスを提供する（例えば、ウェブページを送信すること）通信のクラ
イアント／サーバモデルにおいてＴＣＰ／ＩＰを利用する。ＴＣＰ／ＩＰ通信は、主にポ
イントツーポイントである、そしてそれは、各通信がネットワーク内の１つのポイント（
またはホストコンピュータ）からネットワーク内の別のポイント（またはホストコンピュ
ータ）までであることを意味する。ＴＣＰ／ＩＰおよびそれを使用する高位レイヤアプリ
ケーション（例えば、ＨＴＴＰ、ＦＴＰ等）は、総称的に「ステートレス」と呼ばれる、
なぜならば、各クライアント要求は、（呼び出し持続時間の間、専用接続を要する通常の
電話の会話とは異なり）前のものと関連のない新規要求とみなされるためである。ステー
トレスであることは、クライアントおよびサーバがそれらを継続して使用することができ
るように、ネットワークパスを解放する。ＴＣＰレイヤ自体は、個々のメッセージについ
てステートレスではない、なぜならば、接続は、少なくともメッセージ内のすべてのパケ
ットが受信されるのに必要な間、依然として有効でなくてはならないためである（must r
emain in place）。
【００２３】
　上述の動作環境において、ＰＤＡおよびモバイルスマートフォンのようなモバイルコン
ピューティングデバイスは一般的に、ウェブサーバからのコンテンツにアクセスし要求し
受信するウェブクライアントとしてパブリックインターネットとインタフェース接続する
。しかしながら、モバイルコンピューティングデバイスの技術が向上すると、ユーザはこ
のようなデバイス上により多くの情報を格納し、ＩＰネットワーク上でモバイルコンピュ
ーティングデバイスにウェブクライアントをルート指定する方法を提供することがより望
ましくなっている。モバイルスマートフォン、ＰＤＡ、ラップトップおよびタブレットに
加え、一般的にユーザによって物理的にアクセスされない他のモバイルコンピューティン
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グデバイスがある。このようなモバイルコンピューティングデバイスの例は、家庭でヒー
タおよび同様なものを自動的にオンまたはオフにするトラッキングデバイス、自動メータ
リーダ、および制御装置を含む。これらのモバイル／遠隔コンピューティングデバイスと
の通信は一般的には、マシンツーマシン（Ｍ２Ｍ）と呼ばれる、なぜならば、データを検
索するためのインタフェースは一般的に別の遠隔マシンであるためである。ＩＰネットワ
ークで動作しているモバイル／遠隔コンピューティングデバイスはいくつもの理由につい
て通常またはランダムな時間で変更する動的に割り当てられたアドレスを一般的に有する
ので、パブリックインターネット上でこのようなコンピューティングデバイスからのコン
テンツにルート指定しアクセスするいずれの試みも、動的に割り当てられたアドレスへの
クライアントサーバインターネット接続は不安定で信頼性がない可能性があるという制約
を克服しなくてはならない。
【００２４】
　開示された実施形態は、とりわけ、変更できる動的に割り当てられたアドレスを有する
モバイルコンピューティングデバイス（例えば、モバイルスマートフォン、ＰＤＡ、ラッ
プトップ、タブレット、トラッキングデバイス等）へウェブクライアントを信頼してルー
ト指定する仲介ルーティングシステムおよび方法を提供することにより、簡潔でコストパ
フォーマンスのよい方法で上述された限定に取り組む。開示された実施形態は、商業的に
利用可能な既製のシステムを使用し、そしてこれらの商業的に利用可能な既製のシステム
内でターゲット化され相対的に簡易に実装された構成を行うことによって、費用、エンジ
ニアリングマンアワー、設計の複雑さ、および独自仕様システムへのアクセスの必要性を
最小化することを支援できる。したがって、開示された仲介ルーティングシステムおよび
方法は、動的にアドレス指定されたモバイルコンピューティングデバイスの機能およびコ
ンテンツの両方の使用およびアクセスを許容するさまざまな有用なシステムの実装を容易
にする。例えば、開示されたルーティングシステムの実装は、ユーザが、ユーザの動的に
アドレス指定されたデバイスへの信頼性のある遠隔アクセスを、ユーザ構成可能な制約に
したがって、潜在的に無制限数の他のものに提供することを許容する。このような遠隔ア
クセスは、他に特別なハードウェアまたはソフトウェアを有することを要求せずに、代わ
りにＩｎｔｅｒｎｅｔ　Ｅｘｐｌｏｒｅｒ（登録商標）、Ｓａｆａｒｉ（登録商標）、Ｆ
ｉｒｅｆｏｘ（登録商標）またはＣｈｒｏｍｅ（登録商標）のような従来のウェブブラウ
ザ程度のものを要求して、達成されうる。
【００２５】
　１つの例示的な実施形態によれば、開示された仲介ルーティングシステムおよび方法は
、商業的に利用可能な既製の実質的に非独自仕様ネットワークウェブプロキシサーバにワ
イヤレスネットワークによってモバイルコンピューティングデバイスが接続される通信シ
ステムにおいて実装される。ウェブプロキシサーバという用語は、ＲＦＣ２６１６で説明
されるように、例えば、ウェブＨＴＴＰプロキシサーバを意味することができる。実質的
に非独自仕様という用語は、ネットワークウェブプロキシサーバの機能が、既存のウェブ
プロキシサーバのソフトウェアに拡張子、スクリプトおよび同様なものを付加することに
より容易にかつ相対的に安価で構成されうるということを説明するためにここでは使用さ
れる。適切なウェブプロキシサーバの例は、Ｓｑｕｉｄ（ｗｗｗ．ｓｑｕｉｄ－ｃａｃｈ
ｅ．ｏｒｇ）、プロキシサーバとして構成されたＭｉｃｒｏｓｏｆｔ（登録商標）社のＩ
ＩＳ（Internet Information Server）、または、ウェブプロキシサービスプロバイダか
らのレンタルサーバの使用さえも含む。ネットワークウェブプロキシサーバは、ウェブプ
ロキシサーバソフトウェアを含み、パブリックインターネットに接続される。一般的には
従来のコンピュータ（例えば、ＰＣ、Ｍａｃまたは別のプラットフォーム）であるウェブ
クライアントは、パブリックインターネットに接続され、クライアントサーバセッション
におけるクライアントとしてＨＴＴＰプロトコルを介して参加するためのウェブブラウザ
を有する。モバイルコンピューティングデバイスは、変更できる動的に割り当てられたア
ドレスを有する。モバイルコンピューティングデバイスは、例えば、プロセッサ、汎用動
作ソフトウェア、命令メモリおよびデータメモリを有するｉＰｈｏｎｅ（登録商標）また
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はＢｌａｃｋｂｅｒｒｙ（登録商標）でありうる。その汎用動作ソフトウェアに加えて、
モバイルコンピューティングデバイスはさらに、モバイルコンピューティングデバイスが
ＨＴＭＬウェブサイトをホストし、いったん確立されるとクライアントウェブブラウザと
のクライアントサーバセッションにおいてサーバとして参加することを許容する従来のハ
ードウェアおよびモバイルウェブサーバソフトウェア（例えば、Ａｐａｃｈｅ（登録商標
））を含む。ネットワークウェブプロキシサーバと同様に、モバイルサーバソフトウェア
は実質的に非独自仕様である。実質的に非独自仕様という用語は、モバイルウェブサーバ
ソフトウェアの機能がモバイルウェブプロキシサーバのソフトウェアに拡張子、スクリプ
トおよび同様なものを付加することによって容易にかつ相対的に安価で構成されうるとい
うことを説明するためにここでは使用される。好ましくは、モバイルウェブサーバソフト
ウェアはさらに、ウェブクライアントがモバイルコンピューティングデバイスコンテンツ
にアクセスすることを許容する十分な機能を含む。モバイルコンピューティングデバイス
のモバイルウェブサーバソフトウェアとモバイルコンピューティングデバイスの汎用動作
ソフトウェアとの間のインタフェースのさらなる詳細は、上記で参照されている「REMOTE
 MOBILE ADMINISTRATION AND LOGGING USING HTTP PROTOCOL」と題され、２０１１年３月
１１日に出願され、ここでの譲受人に対して譲渡され、ここにおける参照によりここによ
って明示的に組み込まれた仮出願第６１／４５２，０３１号、および「REMOTE ACCESS AN
D ADMINISTRATION OF DEVICE CONTENT AND CONFIGURATION USING HTTP PROTOCOL」と題さ
れ、２０１２年１月１８日に出願され、ここでの譲受人に対して譲渡され、ここにおける
参照によりここによって明示的に組み込まれた仮出願第６１／５８８，００７号、および
ここで同時に出願され、ここでの譲受人に対して譲渡され、ここにおける参照により明示
的に組み込まれた、Ａｔｔｏｒｎｅｙ Ｄｏｃｋｅｔ Ｎｏ．１０３２３４を有する、Yuva
l Corey HershkoおよびNir Strauss著「REMOTE ACCESS AND ADMINISTRATION OF DEVICE C
ONTENT AND CONFIGURATION USING HTTP PROTOCOL」と題された同時係属中の米国特許出願
において開示されている。
【００２６】
　開示された仲介ルーティングシステムおよび方法によれば、次の構成は、上述された通
信システムのネットワークウェブプロキシサーバソフトウェアおよびモバイルウェブサー
バソフトウェアで実装される。開示された実施形態の特徴は、ここにおいて説明された構
成は新規モバイルウェブサーバソフトウェアまたは新規ネットワークウェブプロキシサー
バソフトウェアの生成を必要としない、ということである。代わりに、構成は、商業的に
利用可能な既製の実質的には非独自仕様モバイルウェブサーバソフトウェアに、および商
業的に利用可能な既製の実質的には非独自仕様ネットワークウェブプロキシサーバソフト
ウェアに、適用された従来の拡張子、スクリプトおよび同様なものによって実装される。
既製のモバイルウェブサーバソフトウェアは、ウェブクライアントに対するパブリックイ
ンターネット上にモバイルコンピューティングデバイスの仮想ロケーションを固有に識別
するデバイス識別データ（ＤＩＤ）を生成し格納し送信するように構成される。動作にお
いて、ＤＩＤは、一方（「サーチキー」）が他方（「サーチ結果」）を見つけるために使
用される識別子のペアである。したがって、最低でも、ＤＩＤは、スマートフォンである
モバイルコンピューティングデバイスの場合、１０桁電話番号でありうる、デバイス識別
子（すなわち、サーチキー）とともに、デバイスのＩＰアドレスのようなアドレスデータ
（すなわち、サーチ結果）を含む。したがって、モバイルコンピューティングデバイスが
モバイルスマートフォンである場合、モバイルデバイスＤＩＤは、モバイルデバイスの動
的アドレスの現行バージョンと一緒にスマートフォンの１０桁の電話番号であることがで
きる。デバイス識別子の他の例は「モバイルＩＤ番号」（ＭＩＮ）、「国際モバイル加入
者アイデンティティ」（ＭＤＮ）、「国際モバイル機器アイデンティティ」（ＩＭＥＩ）
、またはモバイルネットワークを共有する各モバイルコンピューティングデバイスに固有
であるいずれの他のＩＤを含む。開示された仲介ルーティングシステムおよび方法の下、
モバイルコンピューティングデバイスは、ネットワークウェブプロキシサーバにそのＤＩ
Ｄを登録し、そして、所定の間隔で、または、そのＤＩＤの動的アドレスコンポーネント
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が変更するとき、ネットワークウェブプロキシサーバにそのＤＩＤの更新を送信するよう
に構成される。
【００２７】
　さらに開示された仲介ルーティングシステムおよび方法によれば、既製のネットワーク
ウェブプロキシサーバソフトウェアは、とくにモバイルコンピューティングデバイスＤＩ
Ｄのアドレスコンポーネントへのいずれの更新も含む、モバイルコンピューティングデバ
イスからのＤＩＤを受信および格納するように構成される。ネットワークウェブプロキシ
サーバは、仲介機能を実行するようにさらに構成され、それによって、モバイルコンピュ
ーティングデバイスにアクセスするためのネットワークウェブプロキシサーバにおいて受
信された要求は、ネットワークプロキシサーバにおいて格納されたＤＩＤを使用して現在
のモバイルコンピューティングデバイスアドレスへネットワークウェブプロキシサーバを
通じてルート指定される。ネットワークウェブプロキシサーバは、ウェブクライアントか
ら上述された要求を一般的に受信し、そしてそれは好ましくは、通信システム上でクライ
アントサーバセッションのクライアント側としてサービス提供することができるいずれの
ハードウェア／ソフトウェアコンポーネントまたは従来のウェブブラウザ（図示されず）
である。ウェブクライアントは好ましくは、ウェブクライアントからの要求を送信するた
めにウェブプロキシサーバを使用するようにそのウェブブラウザを構成することによって
、ウェブプロキシサーバに達する。この構成は、従来のウェブブラウザにおいて利用可能
である。例えば、Ｆｉｒｅｆｏｘでは、ブラウザは、ウェブクライアントが発行するすべ
ての要求がウェブプロキシサーバにすぐに送信されるように、ツール－＞オプション－＞
アドバンスド－＞ネットワークタブ－＞設定の下、構成されることができる。あるいは、
ネットワークウェブプロキシサーバは、モバイルコンピューティングデバイスにアクセス
することを願うウェブクライアントによってアクセス可能な静的にアドレス指定されたネ
ットワークポータルウェブページを含むように構成されることができる。この手法にした
がって、ウェブサーバポータルページは、いずれの要求も取り、それをウェブプロキシサ
ーバへ自動的に転送し（好ましくはユーザ認証後等）、そして、ウェブプロキシサーバは
開示された実施形態のメカニズムを利用して、さらにモバイルコンピューティングデバイ
スへ要求を転送する。
【００２８】
　一般に、通信ネットワークは、ウェブクライアントが他のネットワークサービスへの間
接ネットワーク接続を行うことを許容することを望むとき、プロキシサーバを利用する。
ウェブクライアントはプロキシサーバへ接続し、そのあとで接続、ファイル、または異な
るサーバ上で利用可能な他のリソースを要求する、そしてそれは、開示された実施形態で
は、モバイルコンピューティングデバイスである。ここにおいて開示されたプロキシサー
バは好ましくは、独自仕様システムへのアクセスを必要とすることなく、拡張エンジニア
リングマンアワーを必要とすることなく、（例えば、既存のソフトウェアにスクリプト、
拡張子等を付加することを通じて）構成されることができる、相対的に安価であり、既製
の商業的に利用可能なウェブプロキシサーバである。開示されたプロキシサーバは格納さ
れたＤＩＤを使用することによってその仲介接続機能を実行するように構成され、それに
よって、モバイルコンピューティングデバイスにアクセスするためのプロキシサーバにお
いて受信された要求は、プロキシサーバにおいて格納された現在のＤＩＤを使用して現在
のモバイルコンピューティングデバイスアドレスへ中継される。ウェブプロキシサーバは
モバイルコンピューティングデバイスウェブサーバに接続すること、または、キャッシュ
から要求されたリソースにサービス提供することのいずれかによって要求されたリソース
を提供する。いくつかの場合では、ウェブプロキシサーバは、ウェブクライアントの要求
またはサーバの応答をさまざまな目的のために変更しうる。
【００２９】
　したがって、開示された実施形態のウェブプロキシサーバはウェブクライアントからモ
バイルコンピューティングデバイスへの要求の仲介として動作する。ウェブプロキシサー
バは、ウェブプロキシサーバハードウェア内に組み込まれたまたは別個のデバイスであり
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うるデータベースに沿った、ウェブプロキシサーバソフトウェアを含む。上述されるよう
に、ウェブクライアントは好ましくは、通信システム上のクライアントサーバセッション
のクライアント側としてサービス提供することができるいずれのハードウェア／ソフトウ
ェアコンポーネントまたは従来のウェブブラウザ（図示されず）である。ウェブクライア
ントはユーザによって動作されうる、または、それは、ＨＴＴＰ（または他の）サーバに
自動的にアクセスするためにＨＴＴＰプロトコル（または他）を使用する自動化ツール／
スクリプト／マシンによって動作されうる。このような自動化ツールは、「ＨＴＴＰエー
ジェント」と通常呼ばれる。さまざまなデータフローパスは、矢印４２、４４および４６
によって図１で図示され、そしてそれらは、モバイルコンピューティングデバイス、ネッ
トワークウェブプロキシサーバ、データベースおよびウェブクライアントの間での通信を
表す。
【００３０】
　開示された実施形態による仲介ルーティングシステムおよび方法の動作が以下のように
説明されることができる。特定のモバイルコンピューティングデバイスのコンテンツおよ
び／または特徴にアクセスすることを望むウェブクライアントは、クライアントのウェブ
ブラウザを介してネットワークウェブプロキシサーバにアクセスし、モバイルコンピュー
ティングデバイスとのサーバクライアントセッションにおいてクライアントとしてＨＴＴ
Ｐプロトコルを介して参加するための要求をネットワークウェブプロキシサーバへ送信す
る。ウェブクライアントの要求は上述された「デバイス識別子」を含み、そしてそれは、
ネットワークウェブプロキシサーバが特定のモバイルコンピューティングデバイスを固有
に識別することを許容する。例えば、モバイルコンピューティングデバイスがモバイル電
話である場合、デバイス識別子はモバイル電話の固有の１０桁の電話番号を含むことがで
きる。要求を満たすために、ネットワークウェブプロキシサーバは、要求されたモバイル
コンピューティングデバイスの仮想ロケーションをただちに識別しなくてはならない。要
求されたモバイルコンピューティングデバイスの仮想ロケーションを識別することは、モ
バイルコンピューティングデバイスのＩＰアドレスが動的であるという事実によってより
複雑になるので、主に、デバイスのモビリティ、ワイヤレス接続およびその通信ネットワ
ークの要件に関連したさまざまな理由のために任意の時間で変更することに従う。したが
って、開示された仲介ルーティングシステムおよび方法によれば、モバイルコンピューテ
ィングデバイスは、モバイルコンピューティングデバイスＩＰアドレスが変更するとき、
それがネットワークウェブプロキシサーバに、そのサーチキー（すなわち、上述されたデ
バイス識別子）に沿って、その新規ＩＰアドレス（すなわち上述されたデバイスアドレス
）を送信することによってそのＤＩＤの更新を送信するように構成される。あるいは、モ
バイルコンピューティングデバイスは、ＤＩＤのＩＰアドレスコンポーネントが実際に変
更したかに関わらず、選択間隔でその現在のＤＩＤを送信できる。いずれの手法の下、ネ
ットワークウェブプロキシサーバは、モバイルコンピューティングデバイスの現在のＩＰ
アドレスをＤＩＤとして受信し、格納し、そして維持する。
【００３１】
　クライアントサーバセッションに参加するための要求を受信すると、ネットワークウェ
ブプロキシサーバは、ネットワークウェブプロキシサーバに格納されたＤＩＤを要求と従
来の方法で比較する。要求と格納されたＤＩＤとの間で一致がある場合（すなわち、要求
の「サーチキー」が格納されたＤＩＤの「キー」部分に一致する）、ネットワークウェブ
プロキシサーバは、格納されたＤＩＤから現在のモバイルコンピューティングデバイスア
ドレスを抽出し、従来のプロキシ仲介ルーティング技法を使用して、ウェブクライアント
要求をネットワークウェブプロキシサーバアドレスからモバイルコンピューティングデバ
イスアドレスへと転送し、それによってネットワークウェブプロキシサーバを通じてウェ
ブクライアントとモバイルコンピューティングデバイスとの間で間接または仮想クライア
ントサーバセッションを確立する。ウェブプロキシサーバは、結果、２つのクライアント
サーバ接続が確立されることをもたらす。第１のクライアントサーバ接続はウェブクライ
アントからウェブプロキシサーバまでであり、それによって、ウェブプロキシサーバはサ
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ーバとして作用する（図１の通信パス４４参照）。第２のクライアントサーバ接続はウェ
ブプロキシサーバからモバイルコンピューティングデバイスモバイルウェブサーバまでで
あり、それによって、ウェブプロキシサーバはクライアントとして作用する（図１の通信
パス４６参照）。
【００３２】
　従来のネットワーク動作の下、ネットワークは、クライアントサーバセッションがアク
ティブである限り、モバイルコンピューティングデバイスの動的アドレスを通常的に変更
するべきでない。何らかの理由で、ネットワークがクライアントサーバセッションの間に
モバイルコンピューティングデバイスの動的アドレスを変更する場合、クライアントサー
バセッションの再接続は、ネットワークウェブプロキシサーバに新規要求を送信してウェ
ブクライアントを通じて開始されなくてはならない。しかしながら、このような再接続を
容易にするために、現在のモバイルデバイスＤＩＤは、ネットワークウェブプロキシサー
バにおいて利用可能である、したがって、ネットワークウェブプロキシサーバは次の再接
続要求に迅速に反応する。
【００３３】
　したがって、開示された実施形態の仲介ルーティングシステムおよび方法は、動的にア
ドレス指定されたデバイスのコンテンツおよび機能の両方の使用およびアクセスを提供す
るためのさまざまな有用なシステムの実装を容易にする。例えば、開示された仲介ルーテ
ィングシステムの実装時に、ユーザの動的にアドレス指定されたモバイルコンピューティ
ングデバイス（例えば、モバイルスマートフォン、ＰＤＡ、ラップトップ、タブレット等
）への信頼性のある遠隔アクセスを、ユーザ構成可能な制約にしたがって、潜在的に無制
限数の他のものにユーザが提供することができる幅広いシステムが実装されうる。このよ
うな遠隔アクセスは、他に特別なハードウェアまたはソフトウェアを有することを要求し
ないが、代わりにＩｎｔｅｒｎｅｔ　Ｅｘｐｌｏｒｅｒ（登録商標）、Ｓａｆａｒｉ（登
録商標）、Ｆｉｒｅｆｏｘ（登録商標）またはＣｈｒｏｍｅ（登録商標）のような従来の
ウェブブラウザ程度のものを要求して、達成されうる。例示的な実施形態によるプロセス
の一例では、モバイルコンピューティングデバイス上でホストされたモバイルウェブペー
ジは、例えば休暇に撮った写真のセットのような特定のコンテンツをモバイルウェブペー
ジで閲覧するブラウザにアクセス可能にする従来の方法で構成されることができる。例え
ば、モバイルウェブページは、「Rob’s Beach Vacation, 2010」とあらわされる従来の
ＨＴＭＬコーディングにしたがったテキストまたはグラフィクスを有するクリックフィー
ルドを含むことができるであろう。モバイルコンピューティングデバイスの、この「Rob
’s Beach Vacation, 2010」コンテンツにアクセスすることを願うパブリックインターネ
ットに接続されたＰＣまたはモバイルデバイスにおけるユーザまたはウェブクライアント
は、ネットワークウェブプロキシサーバポータルウェブサイトを、彼／彼女のウェブブラ
ウザフィールドにタイプし、「入力」または「送信」をヒットする。ネットワークウェブ
プロキシサーバポータルは、ユーザによって要求された任意の認証データをウェブクライ
アントが入力する特定のネットワークポータルウェブページにウェブクライアントを連れ
て行き、認証時に例えばモバイルコンピューティングデバイスと関連づけられた１０桁の
電話番号を提供することによってモバイルコンピューティングデバイスのアクセスを要求
する。ネットワークウェブプロキシサーバは、上述された仲介ルーティングシステムおよ
び方法にしたがい、１０桁の電話番号を使用して、ネットワークウェブプロキシサーバで
現在格納されたモバイルコンピューティングデバイスＩＰアドレスをサーチしフェッチす
る、そのあとで、仲介として、ネットワークポータルウェブページからモバイルコンピュ
ーティングデバイスとの通信にウェブクライアントをルート指定する。ウェブクライアン
トは、モバイルウェブページ「Rob’s Beach Vacation, 2010」を通してモバイルコンピ
ューティングデバイス上に格納された写真にアクセスしうる。
【００３４】
　前述の概要および例から、開示された実施形態による仲介ルーティングシステムおよび
方法は、他の特徴および利点のうち、仲介ルーティングシステムおよび方法を商業的に利
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用可能な、既製のコンポーネント（例えば、モバイルデバイス、ウェブサーバ、ウェブサ
ーバソフトウェア、ウェブプロキシサーバ、ウェブプロキシサーバソフトウェア、ウェブ
クライアントおよびウェブブラウザ）で実装し、これらの商業的に利用可能なシステムに
対してターゲット化され、相対的に簡易に実装された構成を行うこと（例えば、上述され
るように構成されたモバイルコンピューティングデバイスおよびネットワークウェブプロ
キシサーバ機能）によって、費用、エンジニアリングマンアワー、設計の複雑さおよび独
自仕様システムへのアクセスの必要を最小化することを支援することができる。
【００３５】
　次に開示された実施形態の仲介ルーティングシステムおよび方法のより詳細な説明に戻
ると、図１および図２は、ネットワークウェブプロキシサーバハードウェアデバイス３２
を通じてパブリックインターネット２４と通信するプライベートＩＰネットワーク２２を
含む通信システム２０を図示する。図１および図２は、ネットワークウェブプロキシサー
バハードウェア３２およびウェブクライアント４０との間の通信パスを除いて同一である
。図１では、ウェブクライアント４０とネットワークウェブプロキシサーバ３２とモバイ
ルコンピューティングデバイス２８との間の要求／返答パス４４、４６は、スタンダード
な保護されていないＨＴＴＰプロトコルを使用して実装される。図２では、要求／返答パ
ス４４ａ、４６は、異なって実装される。第１のパス４４ａは、ウェブクライアント４０
からネットワークウェブプロキシサーバ３２（パブリンクインターネット上）までであり
、第２のパス４６ａは、ネットワークウェブプロキシサーバ３２からモバイルコンピュー
ティングデバイスウェブサーバ３０（プライベートネットワーク２２上）までである。こ
のことは各パス上での異なるアクセスプロトコルの使用を許容し、これによって、モバイ
ルコンピューティングデバイス上で安全なプロトコルを実装することを必要とせずに、よ
り高いセキュリティレベルを提供する。このようなスキームでは、パブリックインターネ
ット（あまり安全ではない）上の通信パス４４ａは、ハイパーテキスト転送プロトコルセ
キュア（ＨＴＴＰＳ）プロトコルを使用して達成され、ローカルネットワーク（プライベ
ートかつ安全である）上の通信パス４６は保護されていないＨＴＴＰプロトコルまたは保
護されているＨＴＴＰＳプロトコルのいずれかを使用して達成される。図１または図２で
図示されるいずれの構成について、モバイルコンピューティングデバイス２８のデバイス
識別子（すなわち、ＤＩＤの「サーチキー」コンポーネント）はグローバルに固有であり
、モバイルコンピューティングデバイス２８のＩＰアドレス（すなわち、ＤＩＤの「サー
チ結果」コンポーネント）はプライベートＩＰネットワーク２２内で固有である。そうで
ないと述べられていない限り、図１の実施形態を参照してここにおいてなされた動作の説
明は、図２の実施形態に対し同等に適用する。
【００３６】
　図１および図２では単一のプライベートＩＰネットワーク２２を示しているが、開示さ
れた実施形態は、パブリックインターネット２４とインタフェース接続するいくつかのプ
ライベートＩＰネットワーク（例えば、Ｖｅｒｉｚｏｎ（登録商標）、ＡＴ＆Ｔ（登録商
標），等）を有する通信システムにおいて実装されうる。さらに、単一のモバイルコンピ
ューティングデバイス２８が図示されているが、各プライベートＩＰネットワーク２２は
多数のモバイルコンピューティングデバイスを含むということが理解される。最後に、開
示された実施形態はまた、コンポーネント（モバイルコンピューティングデバイス、ネッ
トワークウェブプロキシサーバ、ウェブクライアント等）のすべてがパブリックインター
ネット２４内にある通信システムで実装されうる。
【００３７】
　図１の実施形態を参照して、モバイルコンピューティングデバイス２８は、システム２
０に接続し通信する。モバイルコンピューティングデバイス２８は、セルラ電話、ハンド
ヘルドＰＤＡ、タブレット、ラップトップコンピュータまたは同様なものでありうる、ま
た、ワイヤレスおよび／またはハードワイヤまたはケーブルを通して、システム２０と通
信しうる。モバイルコンピューティングデバイス２８は、いったんウェブクライアント４
０とモバイルコンピューティングデバイス２８との間で間接または仮想クライアントサー
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バセッションが確立されると、ウェブクライアント４０がモバイルコンピューティングデ
バイスのコンテンツおよび特徴に遠隔にアクセスすること（例えば、イメージ、グラフィ
クスおよび他の情報をモバイルコンピューティングデバイス２８から検索すること）を許
容する十分な機能を有する。このようなデバイス機能の一例は、インターネットウェブサ
イトおよび従来のホストデバイスの機能をモバイルコンピューティングデバイス２８に提
供するモバイルコンピューティングデバイスウェブサーバソフトウェア３０を含む。一般
に、ウェブサイトはウェブサーバハードウェア上でホストされ、ウェブサーバソフトウェ
アはウェブサーバハードウェア上に存在する。ウェブサーバソフトウェアは、外部クライ
アントウェブブラウザがウェブサーバハードウェアからイメージ、グラフィクスおよび他
の情報を検索するためのメカニズムを提供する。モバイルコンピューティングデバイス２
８のアドレスは動的に割り当てられうる。
【００３８】
　通信システム２０はさらに、通常変更しない静的アドレスを有するように構成された商
業的に利用可能な既製のネットワークウェブプロキシサーバハードウェアデバイス３２を
含む。したがって、ネットワークサーバハードウェア３２は、パブリックインターネット
２４に接続された別のデバイス（例えば、ウェブクライアント４０）によって信頼してア
クセスされることができる従来のウェブプロキシサーバホストデバイスの機能を有する。
一般に、プロキシサーバはクライアントが他のネットワークサービスへの間接ネットワー
ク接続を行うことを許容する。クライアントはプロキシサーバへ接続し、そのあとで接続
、ファイル、または異なるサーバ上で利用可能な他のリソースを要求する。プロキシサー
バは指定されたサーバに接続すること、または、キャッシュからそれにサービス提供する
ことのいずれかによってリソースを提供する。いくつかの場合では、プロキシサーバは、
クライアントの要求またはサーバの応答をさまざまな目的のために変更しうる。したがっ
て、ネットワークウェブプロキシサーバハードウェア３２はウェブクライアント４０から
モバイルコンピューティングデバイス２８への要求の仲介として作用する。
【００３９】
　ネットワークウェブプロキシサーバハードウェア３２は、ネットワークウェブプロキシ
サーバハードウェア３２内に組み込まれたまたは別個のデバイスでありうるデータベース
３６に沿った、ネットワークウェブプロキシサーバソフトウェア３４を含む。開示された
実施形態では、ウェブクライアント４０は好ましくは、通信システム２０上のクライアン
トサーバセッションのクライアント側としてサービス提供することができるいずれのハー
ドウェア／ソフトウェアコンポーネントまたは従来のウェブブラウザ（図示である）であ
る。ウェブクライアント４０は人間ユーザによって動作されうる、または、それは、ＨＴ
ＴＰ（または他の）サーバに自動的にアクセスするためにＨＴＴＰプロトコル（または他
）を使用する自動化ツール／スクリプト／マシンによって動作されうる。このような自動
化ツールは、「ＨＴＴＰエージェント」と通常呼ばれる。さまざまなデータフローパスは
、矢印４２、４４および４６によって図１で図示され、そしてそれらは、モバイルコンピ
ューティングデバイス２８、３０、ネットワークウェブプロキシサーバ３２、３４、デー
タベース３６およびウェブクライアント４０の間での通信を表す。
【００４０】
　開示された実施形態は動的に割り当てられたアドレスを有するモバイルコンピューティ
ングデバイス（例えば、モバイルコンピューティングデバイス２８）にウェブクライアン
ト４０を信頼してルート指定するシステムおよび方法を提供する。開示されたシステムお
よび方法の重要な態様は、キーコンポーネント（例えば、モバイルコンピューティングデ
バイス、ネットワークウェブプロキシサーバ、データベース、ウェブクライアントブラウ
ザ等）が商業的に利用可能な既製のアイテムであるということである。開示された実施形
態は、ある構成タイプ変更が商業的に利用可能なコンポーネント内で行われることを求め
、このような構成の例は図３および図４で図示化される。しかしながら、開示された構成
変更によって提供された追加された機能は、ターゲット化され、関連技術分野の当業者の
能力の内にある既知の設計技法（例えば、既存ソフトウェアにスクリプト、拡張子、およ
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び同様なものを付加すること）を通じて実装されうる。
【００４１】
　開示された実施形態によれば、モバイルコンピューティングデバイスウェブサーバソフ
トウェア３０は、図３のモバイルコンピューティングデバイス方法５０によって図示され
た機能を含むように構成され、それによって、モバイルコンピューティングデバイス２８
は、モバイルコンピューティングデバイスの現在のＩＰアドレスおよびデバイス識別子を
含むＤＩＤ（「デバイス識別データ」と前述される）をネットワークウェブプロキシサー
バハードウェア３２へ通信する。ネットワークウェブプロキシサーバハードウェア３２は
ネットワークウェブプロキシサーバ方法７０（図３でも図示されている）によって図示さ
れた機能を提供するように構成されたネットワークウェブプロキシサーバソフトウェア３
４を含み、それによって、ネットワークウェブプロキシサーバハードウェア３２は、モバ
イルコンピューティングデバイスのＩＰアドレスを含む周期的に更新されたＤＩＤをモバ
イルコンピューティングデバイス２８から受信する。ネットワークウェブプロキシサーバ
ハードウェア３２は、データベース３６にモバイルコンピューティングデバイス２８の現
在のＤＩＤを格納する。上述されるように、ＤＩＤはまた、デバイス識別子（または「サ
ーチキー」）を含み、そしてそれは簡単に覚えられタイプされる従来の識別子であること
ができ（例えば、「ｊｏｈｎｄｏｅｐｈｏｎｅ」、または「５５５－１２３－４５６７」
）、ウェブサイトドメイン名と同様に機能する。ネットワークウェブプロキシサーバ３２
は、パブリックインターネット２４内のウェブクライアント４０とプライベートＩＰネッ
トワーク２２内のモバイルコンピューティングデバイス２８（ならびに他のプライベート
ＩＰネットワーク内の他のモバイルコンピューティングデバイス‐図示されず）の間でイ
ンタフェース接続するので、デバイス識別子はグローバルに固有である。
【００４２】
　次に図３に戻ると、モバイルコンピューティングデバイス方法５０およびネットワーク
ウェブプロキシサーバ方法７０のインタラクションおよび動作を図示する説明のためのフ
ローチャートがある。方法５０、７０は、直接ハードウェアで、プロセッサによって実行
されるソフトウェアモジュールで（例えば、仮想マシンまたはスクリプトインタプリタで
実行しているスクリプト）、またはそれらのいずれの組み合わせで具現化されうる。方法
５０は、モバイルコンピューティングデバイス２８内のモバイルコンピューティングデバ
イスウェブサーバソフトウェア３０によって実装され、方法７０は、ネットワークウェブ
プロキシサーバ３２内のネットワークウェブプロキシサーバソフトウェア３４によって実
装される。図３で図示されるように、方法５０のブロック５２で、モバイルコンピューテ
ィングデバイス２８は、図１で図示される通信システム２０内のネットワークエンティテ
ィからデバイスアドレス（ＤＡ）を従来の方法で受信する。例えばシステム２０がＣＤＭ
Ａネットワークを含む場合、ＤＡは、パケットデータサービングノード（ＰＤＳＮ）（図
示されず）によって割り当てられたデバイスＩＰアドレスであるであろう。ブロック５４
における方法５０は、そのデバイスについての固有デバイス識別子（ＤＩ）とデバイスア
ドレス（ＤＡ）を含むＤＩＤを生成する。固有デバイス識別子（「サーチキー」と前述さ
れている）は簡単に覚えられタイプされる従来の識別子であることができ（例えば、「ｊ
ｏｈｎｄｏｅｐｈｏｎｅ」または「５５５－１２３－４５６７」）、ウェブサイトドメイ
ン名と同様に機能することができる。ブロック５６は、ネットワークウェブプロキシサー
バ３２へ通信パス５８を介してＤＩＤを送信する。図３の通信パス５８は、モバイルコン
ピューティングデバイス２８、３０からネットワークウェブプロキシサーバ３２、３４へ
とＤＩＤをパスするためのさまざまな方法の仮想表示である。例えば、通信パス５８は図
１で図示されたデータフローパス４２によって確立された通信リンクを介して実装される
ことができるであろう。あるいは、通信パス５８は、小さい「自動化」ウェブクライアン
トをモバイルコンピューティングデバイスに実行させることによって、また、ネットワー
クウェブプロキシサーバにＤＩＤを通信するためにその自動化ウェブクライアントを使用
して、達成されることができるであろう。自動化ウェブクライアントはネットワークウェ
ブプロキシサーバにおいて指定されたページにブラウズすることができ、そのページは、
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「あなたのＤＩＤを提出し、提出（ＳＵＢＭＩＴ）ボタンを押してください」とモバイル
コンピューティングデバイスに尋ねるフォームを含む。自動化ウェブクライアントはその
フォームに「記入」して提出を押す。さらに通信パス５８は、ＤＩＤをパスするために独
自仕様プロトコルを使用して実装されることができるであろう。ネットワークウェブプロ
キシサーバは、そのあとでＤＩＤを受信しそれを格納する。方法５０は、モバイルコンピ
ューティングデバイス２８、３０が更新されたデバイスアドレスを受信したかを決定ブロ
ック６０で問い合わせる。方法５０が、新規デバイスアドレスが受信しなかったというこ
とを決定ブロック６０で決定する場合、方法はブロック６０への入力に戻り、問い合わせ
を繰り返す。方法５０が、新規デバイスアドレスが受信されたということを決定ブロック
６０で決定するとき、方法は、ブロック５４への入力に戻り、更新されたデバイスアドレ
スを含む新規ＩＤを生成し、ネットワークウェブプロキシサーバ３２、３４へ更新された
ＤＩＤを、通信パス５８を介して送信する。決定ブロック６０は、ＤＡが実際に変更した
かを検出する、または、ＤＩＤのＤＡコンポーネントが実際に変更されなかったとしても
、ネットワークウェブプロキシサーバ３２、３４にＤＩＤを周期的に更新し送信するタイ
マ機能に基づく、のようなさまざまな方法でトリガされうる。
【００４３】
　次にネットワークウェブプロキシサーバ方法７０に戻ると、方法７０は、見出し「ＤＩ
Ｄを格納する」および「位置づけおよびリダイレクト」の下に図３で識別された２つの主
要コンポーネントを含む。方法７０の格納ＤＩＤコンポーネントでは、ブロック７２は、
モバイルコンピューティングデバイス２８からのＤＩＤを含むさまざまなモバイルコンピ
ューティングデバイスから現在および更新されたＤＩＤを、通信パス５８を介して受信す
る。ブロック７２で受信されたＤＩＤは、ネットワークウェブプロキシサーバ３２、３４
と通信するさまざまなモバイルコンピューティングデバイスの各々のための現在のおよび
更新されたアドレス（ＤＡ）および固有のデバイス識別子（ＤＩ）を含む。ブロック７４
は、データベース３６に受信されたＤＩＤを格納し、そのあとで、ブロック７６で任意の
ＤＩＤ更新を受信するために待機する。決定ブロック７８は、更新されたＤＩＤが受信さ
れたかを決定するためにチェックする。更新されたＤＩＤが受信されなかった場合には、
方法７０は、ブロック７６への入力に戻り、ＤＩＤ更新を待機する。決定ブロック７８で
更新されたＤＩＤが受信された場合、方法７０は、ブロック７４への入力に戻り、データ
ベース３６に受信された更新されたＤＩＤを格納する。
【００４４】
　次に方法７０の「位置づけおよびリダイレクト」部分に戻ると、ネットワークウェブプ
ロキシサーバ３２、３４は、モバイルコンピューティングデバイスにアクセスするためウ
ェブクライアントから（一般的にはウェブクライアントのブラウザを介して）要求を受信
するためにポータルまたは仮想ロケーションとして機能する「スタート」または「ホーム
」ウェブページ（図示されず）を含む。ネットワークウェブプロキシサーバは、静的アド
レスを有し、そしてそれは、ウェブクライアント４０がウェブプロキシサーバへのインタ
ーネット接続を信頼して一貫して確立することを許容する。方法７０は、モバイルコンピ
ューティングデバイスにアクセスするための要求がネットワークウェブプロキシサーバで
受信されたかどうかを決定ブロック８０で評価する。要求が受信されなかった場合には、
決定ブロック８０はその入力に戻り、問い合わせを繰り返す。モバイルコンピューティン
グデバイスにアクセスするための要求が決定ブロック８０で受信された場合、開示された
実施形態によるブロック８２は、要求からデバイス識別子を抽出し、データベース３６を
サーチして、（データベース３６を介して）ネットワークウェブプロキシサーバ３２に格
納されたＤＩＤと抽出されたデバイス識別子を比較する。方法７０は、抽出されたデバイ
ス識別子が格納されたＤＩＤエントリに一致するかどうかを決定ブロック８４で評価する
。一致が見つからない場合には、ブロック８６は、失敗報告を生成し、決定ブロック８０
への入力に戻る。決定ブロック８４で、抽出されたデバイス識別子が格納されたＤＩＤエ
ントリに一致する場合には、ブロック８８は、一致したＤＩＤのデバイスアドレスコンポ
ーネントを使用して、一致したＤＩＤのデバイスアドレスコンポーネントへとネットワー
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クウェブプロキシサーバの静的アドレスを通じて要求者（例えば、ウェブクライアント４
０）から要求を転送する。したがって、方法５０および７０はともに機能して、プライベ
ートＩＰネットワーク２２内のモバイルコンピューティングデバイス（例えば、モバイル
コンピューティングデバイス２８）の各割り当てられたアドレスの現行バージョンはデー
タベース３６で利用可能であるということを確実にする。
【００４５】
　ブロック８８における仲介動作が開示された実施形態の下新規の方法で適用されるが、
それ自体による仲介動作はパブリックインターネット上で従来のウェブプロキシサーバを
通じてウェブサーバにウェブクライアントがアクセスするときに通常生じるルーチンバッ
クグラウンド機能であることができる。ブロック８８における仲介動作は次のものに限定
されないが次のものを含むさまざまな方法で実装されうる。
【００４６】
　ａ．ウェブプロキシサーバは、要求を「そのまま（ａｓ－ｉｓ）」通すことができる（
したがって、「トランスパレントな」プロキシである）。
【００４７】
ｂ．ウェブプロキシサーバは、要求をそのコンテンツに依存して変換することができ、例
えば「ｍｙ＿ｌｏｎｇ＿ｕｒｌ＿ｎａｍｅ．ｈｔｍｌ」から「ｐ１２．ｈｔｍ」に変換す
ることができる。このような変換は、返答コンテンツのさらなる編集を要することがある
。
【００４８】
ｃ．ウェブプロキシサーバは、要求をそれらのコンテンツに依存してフィルタすることが
でき、例えば、「ｉｎｄｅｘ．ｈｔｍｌ」についての要求を許可し、「ｄａｔａ．ｔｘｔ
」についての要求を拒否する。
【００４９】
ｄ．ウェブプロキシサーバは要求をそれらのコンテンツに依存してルート指定することが
でき、例えば、異なるエンドウェブサーバに要求を送信し、必ずしもモバイルウェブサー
バに送信しない。このことは、要求がモバイルウェブサーバのみから返答されることをも
たらし、実際にはそれはいくつかのソースから返答されている。使用は以下のものを含む
。
【００５０】
　（ｉ）より低いネットワーク使用量：モバイル‐特有でないデータ、またはまれに変更
されるデータは、任意のウェブサーバにおいて格納されることができ、例えばピクチャお
よびクライアント側スクリプトのような、モバイル帯域幅を使用することなく検索される
ことができる。
【００５１】
　（ｉｉ）履歴またはオフラインデータを格納する：いくらかのデータはモバイルメモリ
からウェブサーバへと移動されることができる（例えば、古い記録）。要求されたとき、
このデータは、モバイルのウェブサーバではなくオフラインサーバから検索されることが
できる。また、このような記録は、モバイルデバイスがオフされる、または、ネットワー
クカバレッジ内にない場合でさえも入手可能である。
【００５２】
　図４は、図１および図２で示されている実施形態によって実行された動作ステップのよ
り詳細な例である。図４で示されている動作ステップは１乃至１５の番号がふられており
、下記で説明される。
【００５３】
　ステップ１　－　モバイルデバイスはＩＰアドレスを割り当てられる。このことは、特
定のネットワークの必要性によって決定されるときに、さまざまな時間で、そしてモバイ
ルデバイスが電源を入れられた後で行われる。したがって、ＩＰアドレスは時間ごとに変
更できる。図４では、ＩＰアドレスは「１．２．３．４」と表わされる。これは実際のＩ
Ｐアドレスではなく、説明の目的のためだけにこの例において使用される。ここにおいて
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開示された例がＩＰｖ４アドレスフォーマットを使用しているにも関わらず、開示された
実施形態もまた、ＩＰｖ６のような他のアドレッシングスキームに適用する。
【００５４】
　ステップ２　－　モバイルデバイスは図３で示されている方法（７０）を実装して、モ
バイルデバイスのＤＩＤ（「デバイス識別データ」と前述されている）の更新をウェブプ
ロキシサーバに送信する。この例では、モバイルデバイスＤＩＤはモバイルＩＤ（「デバ
イス識別子」と前述されている）および新規ＩＰアドレスを含む。ステップ２はいくつか
の方法で達成されうる。例えば、モバイルデバイスはＨＴＴＰプロトコルを使用してウェ
ブプロキシサーバと通信することができる、したがって、ＨＴＴＰ「ＰＯＳＴ」または「
ＧＥＴ」の方法を使用して情報を提出することができるであろう。ウェブサーバ側スクリ
プティングを使用するウェブプロキシサーバは、データベース（ＤＢ）にこの情報を格納
するであろう。あるいは、モバイルデバイスは、ＩＰ通信に基づいて独自仕様プロトコル
を使用してＤＢと通信することができるであろう。
【００５５】
　ステップ３　－　パブリックインターネット上のユーザは、ウェブブラウザをアクティ
ブ化し、サービスポータル（例えば、ウェブプロキシサーバ３２）のアドレス、例えば「
ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｓｅｒｖｉｃｅ．ｃｏｍ／５５５１２３１２３４／」をタイプす
る。このドメインは、モバイルデバイスに接続するための静的ポータルにアクセスするた
めに使用される。
【００５６】
　ステップ４～８　－　ウェブクライアントのブラウザは、ウェブプロキシサーバに接続
し、ウェブブラウザとウェブプロキシサーバとの間の接続が確立される。ウェブプロキシ
サーバは、ＨＴＴＰ　ＧＥＴからモバイルＩＤを抽出し、それを使用してＤＢにクエリし
、モバイルＩＤをモバイルＩＰアドレスに変換する。
【００５７】
　ステップ９　－　ウェブプロキシサーバは、モバイルウェブサーバにＨＴＴＰ　ＧＥＴ
要求を送信する。このことは、いくつかの従来の方法で行われることができるであろう。
【００５８】
　ａ．ウェブプロキシサーバは、要求を「そのまま（ａｓ－ｉｓ）」通すことができる（
したがって、「トランスパレント」プロキシである）。
【００５９】
　ｂ．ウェブプロキシサーバは、要求をそのコンテンツに依存して変換することができ、
例えば「ｍｙ＿ｌｏｎｇ＿ｕｒｌ＿ｎａｍｅ．ｈｔｍｌ」から「ｐ１２．ｈｔｍ」に変換
することができる。このような変換は、返答コンテンツのさらなる編集を要することがあ
る。
【００６０】
　ｃ．ウェブプロキシサーバは、要求をそれらのコンテンツに依存してフィルタすること
ができ、例えば、「ｉｎｄｅｘ．ｈｔｍｌ」についての要求を許可し、「ｄａｔａ．ｔｘ
ｔ」に関する要求を拒否する。
【００６１】
　ｄ．ウェブプロキシサーバは、要求をそれらのコンテンツに依存してルート指定するこ
とができ、例えば、異なるエンドウェブサーバに要求を送信し、必ずしもモバイルウェブ
サーバに送信しない。このことは、要求がモバイルウェブサーバのみから返答されること
をもたらし、実際にはそれはいくつかのソースから返答されている。使用は以下のものを
含む：
　（ｉ）より低いネットワーク使用量：モバイル－特有でないデータ、またはまれに変更
されるデータはいずれのウェブサーバにおいて格納されることができ、例えばピクチャお
よびクライアント側スクリプトのようなモバイル帯域幅を使用することなく検索されるこ
とができる。
【００６２】
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　（ｉｉ）履歴またはオフラインデータを格納する：いくらかのデータはモバイルメモリ
からウェブサーバ（例えば、古い記録）へ移動されることができる。要求されたとき、こ
のデータは、モバイルのウェブサーバではなくオフラインサーバから検索されることがで
きる。また、このような記録は、モバイルデバイスがオフされている、または、ネットワ
ークカバレッジ内にない場合でさえも入手可能である。
【００６３】
　ステップ１０　－　要求されたコンテンツは、モバイルウェブサーバからウェブプロキ
シサーバへと送信される。
【００６４】
　ステップ１１　－　ウェブプロキシサーバは、ウェブクライアントに要求されたコンテ
ンツ（「そのまま」あるいは変更されたのいずれか）を返送する。
【００６５】
　ステップ１２～１５　－　ウェブクライアントは、ウェブプロキシサーバがモバイルウ
ェブサーバに転送するという別のＨＴＴＰ要求を発行する。モバイルウェブサーバからの
返答は、その後で、ウェブクライアントへ転送される。
【００６６】
　上述されたステップ８～１１は、ユーザが動的に変化することができるＩＰアドレスを
有するモバイルウェブサーバにシームレスにコンタクトすることを可能にするということ
に留意されたい。ウェブクライアントは特別なカスタム化を必要とせず、また、ユーザの
モバイルウェブサーバとのインタラクションは静的ウェブサイトにおける一般的な経験と
まったく変わりはないので、ユーザエクスペリエンスは「ナチュラル」である。
【００６７】
　前述の開示は、本発明の説明のための実施形態を示しており、様々な変更および修正は
、特許請求の範囲によって規定されているような本発明の範囲から逸脱することなくここ
においてなされることができるということに留意されるべきである。例えば、ここにおい
て記載される本発明の実施形態による方法の請求項の機能、ステップ、および／またはア
クションは、いずれの特定の順序で実行される必要はない。さらに、本発明の構成要素は
、単数形で説明または特許請求されているが、単数形の限定が明示的に述べられていない
限り、複数形が意図されている。
【００６８】
　さらに、ここにおいて説明される「ユーザ」は、人間のオペレータ、および、ＨＴＴＰ
（または他の）サーバに自動的にアクセスするためにＨＴＴＰプロトコル（または他）を
使用する自動化ツール／スクリプト／マシンの両方を含む。このような自動化されたツー
ルは、「ＨＴＴＰエージェント」と通常呼ばれる。
【００６９】
　「ＩＰアドレス」という用語は、どのようにパブリックインターネットがホストデバイ
スを識別するかを説明するためにその最も広い意味で使用される。したがって、ＩＰアド
レスという用語は、現在知られているインターネット上でデバイスを識別する方法、なら
びに、今後開発および／または使用されうるデバイス識別方法を含む。また、ウェブクラ
イアント４０がＤＩＤ（デバイス識別データ）に含まれた覚えやすいデバイス識別子を有
することが有益である一方で、デバイスアドレスがデバイス識別子で結合されることは必
要要件ではない。
【００７０】
　モバイルコンピューティングデバイスのＩＰアドレスが割り当てられるまたは変更され
るときに、モバイルコンピューティングデバイス２８および３０はウェブプロキシサーバ
ハードウェア３２、３４を更新する。あるいは、デバイスアドレスが割り当てられるまた
は変更されるとき、アドレスを割り当てるネットワークエンティティはウェブプロキシサ
ーバハードウェア３２を更新することができる。
【００７１】
　図４の具体的な例は、デバイス識別子としてモバイルｉｄ番号（例えば、「５５５－１



(21) JP 5739023 B2 2015.6.24

10

20

30

40

50

２３－１２３４」）を使用する。デバイスＩＤのより複雑なスキームは、２つ（またはそ
れより多い）の階層で使用されることができる。システムにおいてデータベース（例えば
、データベース３６）を使用して、次のスキームが実装されることができるであろう。
【００７２】
　１．モバイルデバイスは、そのアドレスおよびデバイス識別子でデータベースを更新す
る、そしてそれは「モバイルＩＤ番号」（ＭＩＮ）；「国際モバイル加入者アイデンティ
ティ」（ＭＤＮ）；「国際モバイル機器アイデンティティ」（ＩＭＥＩ）；モバイルネッ
トワークを共有するモバイルデバイスに固有であるいずれの他のＩＤであることができる
、または、
【００７３】
　２．ユーザが、いずれの種類のＩＤ（例えば、「ユーザ名」および「パスワード」）を
使用して、ウェブプロキシサーバまたはオプションのポータルに接続するとき、そのＩＤ
は、モバイルデバイスのＩＰアドレスに変換されることができる。
【００７４】
　さらに当業者は、情報と信号が様々な異なる技術および技法のうちのいずれかを使用し
て表わされうるということを理解するであろう。例えば、上記の説明の全体にわたって参
照されうる、データ、命令、コマンド、情報、信号、ビット、シンボル、およびチップは
、電圧、電流、電磁波、磁場あるいは磁粒子、光場あるいは光学粒子、あるいはそれらの
いずれの組み合わせ、によって表わされうる。
【００７５】
　当業者は、ここに開示された実施形態に関連して説明された、様々な説明のための論理
ブロック、モジュール、回路、および、アルゴリズムステップは、電子ハードウェア、コ
ンピュータソフトウェアあるいは両方の組合せとして実装されうる、ということをさらに
理解するであろう。このハードウェアとソフトウェアの互換性を明瞭に説明するために、
様々な説明のためのコンポーネント、ブロック、モジュール、回路およびステップが、一
般に、それらの機能性という観点から、上述されてきた。そのような機能が、ハードウェ
アまたはソフトウェアとして実装されるかどうかは、特定のアプリケーションと全体のシ
ステムに課された設計制約によって決まる。当業者は、各特定のアプリケーションについ
ての様々な方法で、説明された機能性を実装しうるが、そのような実装の決定は、本発明
の範囲からの逸脱を生じさせるものとして解釈されるべきでない。
【００７６】
　ここにおいて開示された実施形態に関して記載された方法、シーケンスおよび／または
アルゴリズムは、直接ハードウェアにおいて、プロセッサによって実行されるソフトウェ
アモジュールにおいて、または、それらの２つの組み合わせにおいて、具現化されうる。
ソフトウェアモジュールは、ＲＡＭメモリ、フラッシュメモリ、ＲＯＭメモリ、ＥＰＲＯ
Ｍメモリ、ＥＥＰＲＯＭメモリ、レジスタ、ハードディスク、リムーバブルディスク、Ｃ
Ｄ－ＲＯＭあるいは当技術分野において知られているいずれの他の形態の記憶媒体、にお
いて存在しうる。例示的な記憶媒体は、プロセッサが記憶媒体から情報を読み取ることが
でき、また記憶媒体に情報を書き込むことができるように、プロセッサに結合される。あ
るいは、記憶媒体は、プロセッサに一体化されうる。したがって、本発明の実施形態は、
開示され、特許請求された実施形態を実行するための方法を具現化するコンピュータ可読
媒体を含むことができる。したがって、本発明は、説明された例に限定されておらず、こ
こにおいて説明された機能を実行するためのいずれの手段も本発明の実施形態に含まれる
。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　割り当てられたアドレスを有するデバイスにアクセスする方法であって、
　前記割り当てられたアドレスをメモリロケーションに格納することと、
　前記デバイスにアクセスするための要求をウェブプロキシサーバにおいて受信すること
と、
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　ここで、前記要求は、前記デバイスを固有に識別するデバイス識別子を備える、
　前記デバイスにアクセスするための前記要求に応じて、前記デバイス識別子に基づいて
前記デバイスの格納されたアドレスを識別することと
　を備え、前記ウェブプロキシサーバは、通信パスを介して前記格納されたアドレスおよ
び前記ウェブプロキシサーバに前記要求を転送するための仲介として作用する、方法。
［Ｃ２］
　前記割り当てられたアドレスは、動的に割り当てられたアドレスを備え、
　更新された動的に割り当てられたアドレスを受信し前記メモリロケーションに格納する
ことを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記デバイス識別子は、電話番号、モバイルＩＤ番号、国際モバイル加入者アイデンテ
ィティまたは国際モバイル機器アイデンティティを備える、Ｃ２に記載の方法。
［Ｃ４］
　前記要求は、ＨＴＴＰ要求を備え、
　前記ウェブプロキシサーバは、前記通信パスを通じて前記ＨＴＴＰ要求を転送する、Ｃ
１に記載の方法。
［Ｃ５］
　前記ウェブプロキシサーバは、静的アドレスを有するポータルウェブページを備え、
　前記要求は、前記ポータルウェブページにおいて受信される、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ６］
　前記デバイスはウェブサーバソフトウェアを有するモバイルデバイスを備え、
　前記通信パスは、クライアントサーバセッションを備える、
　Ｃ５に記載の方法。
［Ｃ７］
　前記ウェブプロキシサーバは、商業的に利用可能な、既製で、実質的に非独自仕様ウェ
ブプロキシサーバを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ８］
　デバイスにおいて、ネットワーク上で前記デバイスの仮想ロケーションを識別する割り
当てられたアドレスを受信することと、
　ここで、前記デバイスは、ウェブクライアントから前記デバイスにアクセスするための
要求を受信するウェブプロキシサーバに、前記受信された割り当てられたアドレスを送信
するように構成され、
　前記要求は、前記デバイスを固有に識別するデバイス識別子を備える、
　前記割り当てられたアドレスに基づいて前記デバイスと前記ウェブクライアントとの間
の仲介として作用する前記ウェブプロキシサーバによって確立された通信パスにわたって
、前記ウェブクライアントへ前記デバイスからのデータを配信することとを備える、方法
。
［Ｃ９］
　前記割り当てられたアドレスは、動的に割り当てられたアドレスを備え、
　前記割り当てられたアドレス変更に応じて、更新された割り当てられたアドレスを前記
ウェブプロキシサーバへ送信することを備える、Ｃ８に記載の方法。
［Ｃ１０］
　前記デバイスは、ウェブサーバソフトウェアを有するモバイルデバイスを備え、
　前記通信パスは、クライアントサーバセッションを備える、Ｃ８に記載の方法。
［Ｃ１１］
　デバイスへの通信パスを開くための装置であって、
　前記デバイスに割り当てられたアドレスを受信し、前記割り当てられたアドレスをメモ
リロケーションに格納するウェブプロキシサーバを備え、
　前記ウェブプロキシサーバは、前記デバイスにアクセスするための要求を受信し、
　前記要求は、前記デバイスを固有に識別するデバイス識別子を備える、
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　前記ウェブプロキシサーバは、前記デバイスにアクセスするための前記要求に応じて、
前記デバイス識別子に基づいて前記デバイスの格納されたアドレスを識別し、前記要求の
送信主と、前記ウェブプロキシサーバと、前記格納された割り当てられたアドレスとの間
で通信パスを開くための仲介として作用する、装置。
［Ｃ１２］
　前記割り当てられたアドレスは、動的に割り当てられたアドレスを備え、
　前記ウェブプロキシサーバは、更新された割り当てられたアドレスを受信し、前記メモ
リロケーションに格納する、Ｃ１１に記載の装置。
［Ｃ１３］
　前記要求は、ＨＴＴＰ要求を備え、
　前記ウェブプロキシサーバは、前記通信パスを通して前記ＨＴＴＰ要求を転送する、Ｃ
１１に記載の装置。
［Ｃ１４］
　前記デバイスは、ウェブサーバソフトウェアを有するモバイルデバイスを備え、
　前記通信パスは、前記送り主と前記デバイスとの間のクライアントサーバセッションを
備える、Ｃ１１に記載の装置。
［Ｃ１５］
　前記ウェブプロキシサーバは、ウェブサーバソフトウェアを有する、商業的に利用可能
な、既製で、実質的に非独自仕様ウェブプロキシサーバを備え、
　前記既製のウェブサーバソフトウェアは、前記デバイス識別子に基づいて前記デバイス
の格納された割り当てられたアドレスを識別し、前記要求の前記送信主と前記格納された
割り当てられたアドレスとの間で前記通信パスを開くように構成される、Ｃ１１に記載の
装置。
［Ｃ１６］
　ネットワーク上の前記デバイスの仮想ロケーションを識別する割り当てられたアドレス
を受信するデバイスを備え、
　前記デバイスは、ウェブクライアントから前記デバイスにアクセスするための要求を受
信するウェブプロキシサーバに前記割り当てられたアドレスを送信するように構成された
、既製で、商業的に利用可能な、実質的に非独自仕様モバイルウェブサーバソフトウェア
を備え、
　前記要求は、前記デバイスを固有に識別するデバイス識別子を備え、
　前記既製のモバイルウェブサーバソフトウェアは、前記割り当てられたアドレスに基づ
いて前記デバイスと前記ウェブクライアントとの間の仲介として作用する前記ウェブプロ
キシサーバによって確立された通信パスにわたって前記ウェブクライアントへ前記デバイ
スからのデータを配信するようにさらに構成される、システム。
［Ｃ１７］
　前記既製のモバイルウェブサーバソフトウェアは、前記割り当てられたアドレス変更に
応じて、前記割り当てられたアドレスの更新を前記ウェブプロキシサーバに送信するよう
にさらに構成される、Ｃ１６に記載のシステム。
［Ｃ１８］
　前記既製のモバイルウェブサーバソフトウェアは、
　前記デバイス識別子を前記割り当てられたアドレスと関連づけ、
　前記ウェブプロキシサーバに前記割り当てられたアドレスと前記デバイス識別子を送信
するように構成される、Ｃ１７に記載のシステム。
［Ｃ１９］
　前記通信パスは、クライアントサーバセッションを備える、Ｃ１８に記載のシステム。
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